
どぼくってオモシロイ！ 

静 岡 県 交 通 基 盤 部 
「工事中」がみらいをつくる！ 

静岡県 交通基盤部 都市局 生活排水課 

 



○ 静岡県の生活排水処理の現状 

○ 広域化・共同化計画について 

● 第１回意見交換会（平成29年度第１回） 

● 第２回意見交換会（平成29年度第２回） 

● 第１回西部ブロック会議（平成30年度第１回） 

● 第２回西部ブロック会議（平成30年度第２回） 

● 第３回西部ブロック会議（平成30年度第３回） 

● 第４回西部ブロック会議（平成30年度第４回） 

○ 平成31（令和元）年度以降について 
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静岡県の概要（平成31年4月1日現在） 

面積     7,780 km2 

人口   3,714,537 人 

市町村数    35（23市12町） 

○普及状況（平成30年度末現在） 

・ 汚水処理人口普及率  81.4％（全国平均 91.4％、全国順位36位） 

・ 下水道処理人口普及率 63.5％（全国平均 63.5％、全国順位36位） 
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表1-1 調査・検討作業の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（広域化・共同化計画策定マニュアル（案） P3） 

作業内容 章番号 主な検討内容 

基礎調査 2 2-1 現状分析・将来予測と課題の整理 

2-2 意向調査 

広域化・共同化ブロック割の検討 3 3-1 広域化・共同化ブロック割の設定 

3-2 各ブロックにおける検討課題の整理 

広域化・共同化メニュー案の検討 4 4-1 各ブロックにおける広域化・共同化メニュー案の提案 

4-2 広域化・共同化メニューとグループのマッチング検討 

4-3 広域化・共同化メニューの効果検討 

広域化・共同化計画への位置づけ
に向けた具体的な検討 

5 5-1 計画への位置づけに向けた各種検討 

5-2 関係団体等との調整 

5-3 広域化・共同化実現に向けたロードマップ 

広域化・共同化計画のとりまとめ
及び進捗管理 

6    広域化・共同化計画のとりまとめ及び進捗管理 



１ 国からの情報提供（広域化・共同化に関するもの） 

                【国交省中部地整】 

２ 日本下水道事業団からの伝達事項  【JS東海総合】 

３ 広域化・共同化計画の策定に向けた今後の取り組み 

 1) 今後のスケジュールについて 

 2) 事業アンケートの集計結果について 

 3) 検討の枠組み（ブロック分け）について 

４ 出席者意見交換  
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【5月】 【6月】 【6月】 【4月～H31.3月】

【8月】

【11月】

【12月】 【7月】

【12月】

【1月】

【1月】

【2月】

【3月】

【3月】

広域化・共同化に向けたこれまでの動きと「静岡県広域化・共同化計画」の策定スケジュール　(●：国　　◎：静岡県）

平成2７年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

（2015年度） （2016年度） （2017年度） (2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度）

●国が広域化・共同化に関する取組を促進す
るため、改正下水道法（第31条の4）において、
複数の下水道管理者による広域的な連携に向
けた協議の場として、協議会制度を創設
（5/13）

●経済財政運営と改革の基本方針2016（骨太
の方針）において、「下水道事業の広域化・共
同化に取り組むこと」を閣議決定

●経済財政運営と改革の基本方針2017（骨太の方針）に
おいて、「上下水道等の経営の持続可能性を確保するた
め、H34年度までの広域化を推進するための目標を掲げる」
ことを明記（6/9）

●国は「新下水道ビジョン加速戦略」における重点項目とし
て、「汚水処理システムの最適化」を掲げ、「広域化目標の
設定、計画的に広域化が推進されるための重点支援の実
施（制度構築）を講じるとともに 、都道府県主導により広域
化の推進を管内市町村に促すための意見交換の場となる
協議会等の設置及び協議結果の「都道府県構想」への反
映促進を求める（8/10）

◎下水道事業未着手の県内6市町に対し、広域化・共同化
等に関する意見交換会を実施（11/15・28）●国の経済財政諮問会議において「経済・財

政再生計画　改革工程表」が示される。汚水処
理施設については、三省（※）統一の「持続的
な汚水処理システム構築に向けた都道府県構
想策定マニュアル（H24.1）」を策定し、各都道
府県に都道府県構想見直しを要請（12/24）
　※国交省・農水省・環境省

◎県、JS、中東遠地区3市1町による「下水道
施設管理の広域化勉強会(第2回）」（7/21）

●国が「広域化・共同化に関するモデル計画」策定を共同
で検討する全国5自治体の1つとして静岡県を選定（12/6）

●国の「経済・財政再生計画改革工程表2017改定版」にお
いて、汚水処理施設の広域化を推進するため、H34年度ま
でに全ての都道府県において「広域化・共同化計画」の策
定が目標として掲げられた（12/21）

●「広域化・共同化モデル計画」策定に向けた国土交通省
との初回打合せ（12/27）

●4省1庁（※）統一による「汚水処理の事業運営に係る「広
域化・共同化」の策定について」を都道府県に通知（1/17）
※総務省・農水省・国交省・環境省・水産庁

◎県、JS、中東遠地区3市1町（※）による「下
水道施設管理の広域化勉強会(第1回）」
（1/29）
　※磐田市・掛川市・袋井市・森町

◎静岡県主催「平成29年度　第1回　汚水処理施設の広域
化・共同化に関する意見交換会」（2/1：本日開催）

◎静岡県主催「平成29年度　第2回　汚水処理施設の広域
化・共同化に関する意見交換会」（2月末予定）

●「第1回　広域化・共同化検討分科会（仮称）」（2/28）　※
総務省・農水省・国交省・環境省出席

◎県、JS、中東遠地区3市1町による「下水道
施設管理の広域化勉強会(第3回）」（3/28） ◎静岡県主催「平成29年度　第3回　汚水処理施設の広域

化・共同化に関する意見交換会」（3月末予定）

◎その他ブロックの広域化・共同化計画の
策定及び都道府県構想（静岡県生活排水
処理長期計画）への位置づけ

◎選定したモデルブロック（枠組
み）の広域化・共同化計画の策
定

◎「広域化・共同化計画」

策定期限

●都道府県は、H30年度中の可能な限り早期に「広域化・共同

化計画」の検討体制を全ての市町村等参加のもと構築し計画策
定に着手すること。具体の検討に当たっては、複数のブロックに
分けて検討することも考えられる。

◎　①広域化・共同化に向けた事前アンケートの集計結果

　 　②計画策定に向けた今後のスケジュール

　　 ③静岡県の検討枠組み（ブロック分け）案提示、意見照会

◎　①静岡県の検討の枠組み（ブロック分け）案に対する
　　　　意見照会の状況報告と対応

　　 ②計画策定に向けた今後のスケジュール　等

●　①設置趣旨・委員紹介等

　 　②国交省の取組等説明

　　 ③モデル計画策定に取り組む５県の検討状況(ブロック割）

◎　①静岡県の検討の枠組み（ブロック分け）の決定

　 　②モデルブロック（１地区）の決定及び検討方法

　　 ③計画策定に向けた今後のスケジュール　等

◎都道府県構想(静岡県生活排水処理長期

計画）の見直しの実施

(※取りまとめはH31年度までを予定）

●都道府県による広域化・共同化計画の作成や実施を促すため、計画の作成から取り組み
までを総合的に支援する「下水道広域化推進総合事業」をH30年度予算で創設

【6月】 【4月～H31.3月】

【8月】

【11月】

【12月】

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

（2017年度） (2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度）

●経済財政運営と改革の基本方針2017（骨太の方針）に
おいて、「上下水道等の経営の持続可能性を確保するた
め、H34年度までの広域化を推進するための目標を掲げる」
ことを明記（6/9）

●国は「新下水道ビジョン加速戦略」における重点項目とし
て、「汚水処理システムの最適化」を掲げ、「広域化目標の
設定、計画的に広域化が推進されるための重点支援の実
施（制度構築）を講じるとともに 、都道府県主導により広域
化の推進を管内市町村に促すための意見交換の場となる
協議会等の設置及び協議結果の「都道府県構想」への反
映促進を求める（8/10）

◎下水道事業未着手の県内6市町に対し、広域化・共同化
等に関する意見交換会を実施（11/15・28）

●国が「広域化・共同化に関するモデル計画」策定を共同
で検討する全国5自治体の1つとして静岡県を選定（12/6）

●国の「経済・財政再生計画改革工程表2017改定版」にお
いて、汚水処理施設の広域化を推進するため、H34年度ま
でに全ての都道府県において「広域化・共同化計画」の策
定が目標として掲げられた（12/21）

●「広域化・共同化モデル計画」策定に向けた国土交通省
との初回打合せ（12/27）

◎その他ブロックの広域化・共同化計画の
策定及び都道府県構想（静岡県生活排水
処理長期計画）への位置づけ

◎選定したモデルブロック（枠組
み）の広域化・共同化計画の策
定

◎「広域化・共同化計画」

策定期限

◎都道府県構想(静岡県生活排水処理長期

計画）の見直しの実施

(※取りまとめはH31年度までを予定）

●都道府県による広域化・共同化計画の作成や実施を促すため、計画の作成から取り組み
までを総合的に支援する「下水道広域化推進総合事業」をH30年度予算で創設



下水汚泥 統廃合 維持管理･事務 枠組みの想定
方針 項目 望ましい手法 予定 予定 選択 具体記述

下田市 具体的な働きかけは行っていない 複数市町での維持管理や事務の共同化 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 体制により着手困難 下田土木管内市町

知識情報乏しい

南伊豆町

下水処理場の統合は地理的条件により
広域化・共同化に適していない
維持管理は、浄水場・ゴミ焼却場と共同
化している

左記の理由により困難

漁集排は下田市と共同処理
しており広域化済み
公共下水道は維持管理の中
で行っているため集約化・広
域化困難

体制により着手困
難
知識・情報が乏しい

下田土木管内市町

東伊豆町 下水道なし し尿処理は共同運営している 今のところ考えていない 今のところ考えていない 今のところ考えていない 体制により着手困難 下水道未着手市町

知識情報乏しい

関心が薄い

河津町
当面合併浄化槽により整備を図っていく
ため、検討していない

当面合併浄化槽により整備を図っていく
ため、検討していない

当面合併浄化槽により整備
を図っていくため、検討して
いない

知識情報乏しい

松崎町 特になし 特になし 体制により着手困難 広域化･共同化は考えていない

知識情報乏しい

関心が薄い

西伊豆町 下水道なし

熱海市
公共下水は湯河原町と広域化済み
汚水処理・し尿処理の広域化･共同化を
検討

下水処理場とし尿処理施設の統合 考えていない

汚水処理施設の統廃合検
討、し尿処理の湯河原町、
舞鶴町との広域化･共同
化を検討

周辺市町との意思
統一が困難

し尿処理の広域化･共同化を検討
しているが協議に時間を要している

県内では考えていない
湯河原町、舞鶴町との広域化･共同
化を検討

伊東市 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 体制により着手困難

複数市町での維持管理や事務の共同化 知識情報乏しい

関心が薄い

三島市 下水汚泥の共同処理 流域を核とした集約化･広域化 県が取りまとめて欲しい

東部･西部への統合、現状維持か
方針決定できないため、周辺市町
と協議ができない

狩野川東部処理区又は西部処理区

汚水処理施設の統廃合

伊豆の国市 検討なし 汚水処理施設の統廃合 流域を核とした集約化･広域化 知識情報乏しい 伊豆の国市、伊豆市、函南町

複数市町での維持管理や事務の共同化 関心が薄い

伊豆市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化

汚水処理施設の統廃合 流域を核とした集約化･広域化 体制により着手困難

複数市町での維持管理や事務の共同化 知識情報乏しい

県が取りまとめて欲しい

函南町 流域下水道で方向性を検討したい 複数市町での維持管理や事務の共同化 流域を核とした集約化･広域化 体制により着手困難 別添と同様

知識情報乏しい

沼津市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 協議する場がない

汚水処理施設の統廃合 流域を核とした集約化･広域化 知識情報乏しい

県が取りまとめて欲しい

裾野市 具体的な働きかけは行っていない 複数市町での維持管理や事務の共同化 単一市町内での集約化･広域化 関心が薄い

流域を核とした集約化･広域化

長泉町 処理場なし、広域化済み 清水町、三島市、長泉町、裾野市

清水町 処理場なし、広域化済み

御殿場市 地理的状況を考えると現実的でない 単一市町内での集約化･広域化 現段階では具体的検討なし 関心が薄い

小山町 具体的な働きかけは行っていない 汚水処理施設の統廃合 単一市町内での集約化･広域化 知識情報乏しい 別添でよい

県が取りまとめて欲しい

富士市 汚泥処理について可能性を研究したい 下水汚泥以外の汚泥を含め可能性を研究したい 単一市町内での集約化･広域化 集約・連携等を研究予定 知識情報乏しい
近隣下水道事業者との広域化・共同化を研究したい

富士宮市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 知識情報乏しい

静岡市
2処理区の下水道汚泥の集約処理整備
中。他の汚泥処理や他市町との広域
化・共同化は現段階では考えていない

現在検討していないが、東名、新東名等
を活用した汚泥処理や人的共同化・ICT
を活用した広域監視は可能性ありと考え
る

単一市町内での集約化･広域化

市内2処理区の下水道汚
泥の主役処理について整
備中

知識情報乏しい
県が策定しようとしている計画の具
体的内容を知りたい。その中で協
力できるものがあれば対応したい

基本は別添でよい

焼津市
生活排水処理に対する方針検討中で、
広域化･共同化の検討まで至らない

藤枝市 市町を跨いだ広域化･共同化は考えていない 単一市町内での集約化･広域化 関心が薄い 藤枝市、焼津市

島田市

下水道普及率が低く、施設と整備区域
の範囲のバランスが取れていない
自区内で効率のよい整備区域の拡張を
目指しているため、広域化はほど遠い

汚水処理の統廃合
９割を占めるし尿処理との共同処理が可
能になれば集約を検討したい

単一市町内での集約化･広域化 県が取りまとめて欲しい

川根本町 具体的な働きかけは行っていない 汚水処理施設の統廃合 中山間地域で望ましい手法を検討 H30からし尿処理施設の単独運営 知識情報乏しい 未定

牧之原市
吉田町 取組を行っていない 下水汚泥の共同処理 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 体制により着手困難

知識情報乏しい

関心が薄い

御前崎市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 集排区域の下水道区域への統合 知識情報乏しい 御前崎市、掛川市、菊川市

菊川市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 知識情報乏しい 菊川市、掛川市、御前崎市

県が取りまとめて欲しい

掛川市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 コミプラ、集排を下水道へ統合 協議する場がない

複数市町での維持管理や事務の共同化 県が取りまとめて欲しい

袋井市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 体制により着手困難 磐田市、掛川市、袋井市

汚水処理施設の統廃合 知識情報乏しい

関心が薄い

県が取りまとめて欲しい

磐田市 具体的な働きかけは行っていない 下水汚泥の共同処理 単一市町内での集約化･広域化 集排の公共下水道への接続 体制により着手困難

複数市町での維持管理や事務の共同化 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 知識情報乏しい

森町 具体的な働きかけは行っていない 複数市町での維持管理や事務の共同化 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 知識情報乏しい ブロック分けイメージ

浜松市 具体的な働きかけは行っていない 複数市町での維持管理や事務の共同化

核となる施設を決めた上で、
経済性、リスク管理、地域の
実情等を考慮して検討すべ
き

公共下水道の処理区統
合、農集排の公共下水道
編入を検討中

県が取りまとめて欲しい

市内の再編が最優先事項。その上
で広域化・共同化のニーズが把握
でき、市として対応可能な体制とな
れば周辺市町と協調して進めるこ
とが必要

浜松市、湖西市、(磐田市)

湖西市
知識と情報が乏しく、方針としての考え
が定まっていない

下水汚泥の共同処理
(下水汚泥とプラント汚泥が焼却可能な
機能の再整備)

単一市町内での集約化･広
域化
(災害時においても自己処理
が可能な施設の確保が必
要)

下水汚泥とプラント汚泥が
焼却可能な機能の再整備

今のところは、複数市町で
の維持管理や事務共同化
の予定なし

知識情報乏しい 西部地区

広域化･共同化 課題･意見

地域的に他市町と離れており、集排は
地区に管理委託しているため困難

地形的に近隣市町との広域化･共同化
は難しい

検討しているが実作業には入っていない
県に要望はしているが、方針が定まって
おらず周辺市町への働きかけはしてい
ない

伊豆市、伊豆の国市、函南町、(三島
市、伊東市)

清水町、三島市、長泉町、裾野市

狩野川西部浄化Cとの広域化･共同
化

静岡市、焼津市、藤枝市、島田市、
川根本町、牧之原市、吉田町

磐田市、袋井市、菊川市、御前崎
市、森町、掛川市

ブロック範囲が広く、有意義ではあるが
調整が難しくなるのではないか
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下水汚泥 統廃合 維持管理･事務 枠組みの想定
方針 項目 望ましい手法 予定 予定 選択 具体記述

下田市 具体的な働きかけは行っていない 複数市町での維持管理や事務の共同化 市町間で汚泥輸送を行う集約化･広域化 体制により着手困難 下田土木管内市町

知識情報乏しい

広域化･共同化 課題･意見

○ アンケート項目 

 １ 広域化・共同化に向けた方針 

 ２ 広域化・共同化が図れる項目 

 ３ 下水汚泥処理の望ましい手法 

 ４ 汚水処理施設の統廃合予定 

 ５ 複数市町での維持管理や事務の共同化予定 

 ６ 広域化・共同化に向けた課題・意見 

 ７ ブロック分けの考え方 



１ 広域化・共同化に向けた方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 広域化・共同化が図れる項目（複数回答可） 
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具体的な働きかけを行って
いる  

1  熱海市  

具体的な働きかけを行って
いない  

14  下田市、伊豆市、沼津市、裾野市、小山町、富士宮市、川根本町、 

御前崎市、菊川市、掛川市、袋井市、磐田市、森町、浜松市  

その他  20  南伊豆町、東伊豆町、河津町、松崎町、西伊豆町、伊東市、三島市、 

伊豆の国市、函南町、長泉町、清水町、御殿場市、富士市、静岡市、 

焼津市、藤枝市、島田市、牧之原市、吉田町、湖西市  

下水汚泥の共同処理  14 伊東市、三島市、伊豆市、沼津市、富士市、富士宮市、静岡市、吉田町、 

御前崎市、菊川市、掛川市、袋井市、磐田市、湖西市  

汚水処理施設の統廃合  9  熱海市、三島市、伊豆の国市、伊豆市、沼津市、小山町、島田市、 

川根本町、袋井市  

複数市町での維持管理や
事務の共同化  

11 下田市、伊東市、伊豆の国市、伊豆市、函南町、静岡市、裾野市、 

掛川市、磐田市、森町、浜松市  

その他  11 南伊豆町、東伊豆町、河津町、松崎町、西伊豆町、長泉町、清水町、 

御殿場市、焼津市、藤枝市、牧之原市  



３ 下水汚泥処理の望ましい手法（複数回答可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 汚水処理施設の統廃合予定 

 ・ 県内の複数市町を跨いだ統廃合の予定はなし 

 

５ 複数市町での維持管理や事務の共同化予定 

 ・ 現時点ではなし 
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単一市町内での集約化・
広域化  

15 伊東市、伊豆市、沼津市、裾野市、御殿場市、小山町、富士市、富士宮市、 

静岡市、藤枝市、島田市、御前崎市、袋井市、磐田市、湖西市  

流域下水道を核とした集
約化・広域化  

7  三島市、伊豆の国市、伊豆市、函南町、沼津市、裾野市、富士市  

市町間での汚泥輸送を行
う集約化・広域化  

6 下田市、吉田町、菊川市、掛川市、磐田市、森町  

その他  12 南伊豆町、東伊豆町、河津町、松崎町、西伊豆町、熱海市、長泉町、 

清水町、焼津市、川根本町、牧之原市、浜松市  



６ 広域化・共同化に向けた課題・意見 
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周辺市町との意思統一が
困難  

1  熱海市  

周辺市町を協議する場が
ない  

2 沼津市、掛川市  

人員不足等により着手困
難  

10 下田市、南伊豆町、東伊豆町、松崎町、伊東市、伊豆市、函南町、 

吉田町、袋井市、磐田市  

知識・情報が乏しい  22 下田市、南伊豆町、東伊豆町、河津町、松崎町、伊東市、伊豆の国市、 

伊豆市、函南町、沼津市、小山町、富士市、富士宮市、静岡市、 

川根本町、吉田町、御前崎市、菊川市、袋井市、磐田市、森町、湖西市  

関心が薄い  9  東伊豆町、松崎町、伊東市、伊豆の国市、裾野市、御殿場市、藤枝市、 

吉田町、袋井市  

市町の意見を県が取りま
とめて欲しい  

9 三島市、伊豆市、沼津市、小山町、島田市、菊川市、掛川市、袋井市、 

浜松市  

その他  5 西伊豆町、長泉町、清水町、焼津市、牧之原市  



７ ブロック分けの考え方 

 ・ 土木事務所管内や流域下水道単位といった比較的狭い範囲が好ましいとする意見が 

  ある一方、土木事務所単位を跨いだ広域化・共同化を検討したいとする意見もある。  

 ・県としては、現在策定中の県の次期総合計画の地域づくりの基本方向における 

  地域区分を踏まえ、同一の地区単位となる下記ブロック分けとしたい。 

 

伊豆半島地域、東部地域、中部地域、西部地域  
 

 

 

 

10 



 静岡県の新ビジョン「富国有徳の『美しい“ふじのくに”』の人づくり・富づくり」
基本構想・基本計画（案）より 
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西部

中部

伊豆
半島

東部

西部

中部

伊豆
半島

東部
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平成28年４月１日現在

供用開始済
処理人口
(現況)

現有施設 供用開始済
処理人口
(現況)

現有施設

高松処理区 1 高松浄化センター 704.3 66,524 191,500 豊岡処理区 32 豊岡クリーンセンター 251.0 6,796 3,300

南部処理区 2 清水南部浄化センター 816.8 41,760 45,600 磐南処理区 33 磐南浄化センター 2,900.9 131,931 66,000

城北処理区 3 城北浄化センター 925.3 76,340 54,000 焼津市 汐入処理区 34 汐入下水処理場 548.3 31,684 20,000

北部処理区 4 清水北部浄化センター 330.0 17,885 15,140 掛川処理区 35 掛川浄化センター 419.5 18,746 13,200

中島処理区 5 中島浄化センター 2,487.2 165,176 101,250 大東処理区 36 大東浄化センター 429.9 10,140 4,900

長田処理区 6 長田浄化センター 908.4 54,274 25,620 大須賀処理区 37 大須賀浄化センター 204.5 7,447 4,100

静清処理区 7 静清浄化センター 2,663.7 166,994 83,750 藤枝市 藤枝処理区 38 藤枝市浄化センター 1,077.7 62,206 32,325

中部処理区 8 中部浄化センター 2,289.0 145,363 124,000 御殿場処理区 39 御殿場浄化センター 591.2 31,245 13,000

湖東処理区 9 湖東浄化センター 101.1 4,402 2,400 富士岡処理区 40 富士岡浄化センター

舘山寺処理区 10 舘山寺浄化センター 407.3 8,217 6,000 袋井処理区 41 袋井浄化センター 579.8 27,792 18,600

井伊谷処理区 11 井伊谷浄化センター 176.7 5,716 3,400 浅羽処理区 42 アクアパークあさば 238.4 9,375 6,600

細江処理区 12 細江浄化センター 266.0 9,690 4,800 下田市 下田処理区 43 下田浄化センター 278.7 10,397 8,750

三ヶ日処理区 13 三ヶ日浄化センター 107.1 3,016 1,800 裾野市 西部処理区 A (狩野川西部浄化センター) 352.7 21,208

浦川処理区 14 浦川浄化センター 32.3 712 800 浜名湖処理区 44 湖西浄化センター 339.4 15,046 9,020

佐久間処理区 15 佐久間浄化センター 64.2 1,066 1,155 新居処理区 45 新居浄化センター 209.1 10,592 3,150

城西処理区 16 城西浄化センター 1,375 土肥処理区 46 土肥浄化センター 99.1 2,230 3,388

水窪処理区 16 (城西浄化センター) 湯ヶ島処理区 47 湯ヶ島クリーンセンター 81.0 1,416 1,480

気田処理区 17 気田浄化センター 82.0 1,493 1,300 白岩処理区 48 白岩浄化センター 135.3 3,268 2,025

西遠処理区 18 西遠浄化センター 10,346.8 464,890 200,000 東部処理区 B (狩野川東部浄化センター) 285.8 10,160

沼津市 中部処理区 19 中部浄化プラント 332.8 22,709 24,150 池新田処理区 49 池新田浄化センター 514.1 10,392 5,800

内浦処理区 20 重須浄化センター 51.7 1,913 1,899 高松処理区 50 高松浄化センター 155.0 3,276 1,900

狩野川左岸処理区 21 南部浄化センター 367.3 18,767 26,000 菊川市 菊川処理区 51 菊川浄化センター 291.6 11,467 6,400

久連処理区 22 久連浄化センター 9.5 307 612 伊豆の国市 東部処理区 B (狩野川東部浄化センター) 796.0 33,458

戸田処理区 23 戸田浄化センター 71.3 2,144 2,140 南伊豆町
湊・手石･

 下賀茂処理区
52 南伊豆クリーンセンター 117.3 2,225 2,580

西部処理区 A (狩野川西部浄化センター) 1,103.5 70,508 東部処理区 B (狩野川東部浄化センター) 436.7 26,410

熱海処理区 24 熱海市浄水管理センター 644.2 24,159 45,000 間宮処理区 25 （三島市終末処理場） 4.0 243

泉処理区 - (湯河原町浄水センター) 64.1 1,100 西部処理区 A (狩野川西部浄化センター) 283.4 14,780

三島処理区 25 三島終末処理場 741.1 49,741 26,800
狩野川左岸

処理区
21 (南部浄化センター)

西部処理区 A (狩野川西部浄化センター) 528.8 41,176 徳倉処理区 21 (南部浄化センター)

富士宮市 富士宮処理区 26 星山浄化センター 1,449.5 69,795 35,800 長泉町 西部処理区 A (狩野川西部浄化センター) 456.0 30,119

伊東処理区 27 湯川終末処理場 494.1 24,161 44,500 小山町 須走処理区 53 須走浄化センター 202.2 4,348 4,000

萩・十足処理区 28 かわせみ浄化センター 86.2 3,473 2,300 吉田町 吉田処理区 54 吉田浄化センター 259.9 11,557 4,800

島田市 島田処理区 29 島田浄化センター 207.5 10,650 6,900 森町 森処理区 55 森町浄化センター 153.3 4,251 2,060

西部処理区 30 西部浄化センター 2,005.0 100,013 58,000

東部処理区 31 東部浄化センター 1,941.0 90,297 55,800

市町名 処理区名 番号 処理場名

処理面積(ha) 処理人口(人)
施設能力(m3/

日最大)

市町名 処理区名 番号 処理場名

処理面積(ha) 処理人口(人)
施設能力(m3/

日最大)

磐田市

掛川市

御殿場市

袋井市

湖西市

72.2 1,777

伊豆市

御前崎市

函南町

熱海市

清水町

三島市 48.1 4,792

伊東市

富士市

静岡市

浜松市

：公共関連処理区

：流域関連処理区
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No. 名      称 共同処理する事務 構  成  団  体 備      考 No. 名      称 共同処理する事務 構  成  団  体 備      考

1 共立蒲原総合病院組合 病院、介護老人保健施設 富士市、静岡市、富士宮市 26 駿東地区交通災害共済組合 交通災害共済 御殿場市、裾野市、清水町、長泉町、小山町

2 浜名湖競艇企業団
モーターボート競走、浜名
湖周辺地域協力事業

湖西市、浜松市 27 岳南排水路管理組合 岳南排水路 富士市、富士宮市

3 牧之原市菊川市学校組合
小学校、中学校、社会教
育、保育所、学校給食

牧之原市、菊川市 28 駿遠学園管理組合 福祉型障害児入所施設
島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川
根本町

4 大井上水道企業団 上水道 島田市、牧之原市 29 御前崎市牧之原市学校組合 中学校 御前崎市、牧之原市

5 小笠老人ホーム施設組合 養護老人ホーム 掛川市、菊川市、御前崎市 30 東遠学園組合
障害者支援施設、福祉型障
害児入所施設、共同生活援
助事業等

菊川市、掛川市、御前崎市、浜松市、森町

6 養護老人ホームとよおか管理組合 養護老人ホーム 磐田市、浜松市、森町 31 浅羽地域湛水防除施設組合 湛水防除施設、排水路管理 袋井市、磐田市、掛川市
・組合の解散検討中
・議決時期：未定
・施行時期：未定

7 相寿園管理組合 養護老人ホーム 牧之原市、御前崎市、吉田町 32 浜名学園組合
障害者支援施設、生活介護
事業所、就労継続支援事業
所、特定相談支援事業所

湖西市、浜松市

8 東遠広域施設組合 し尿処理、多目的広場 御前崎市、掛川市、菊川市、牧之原市 33 駿豆学園管理組合 障害者支援施設
伊豆市、裾野市、伊豆の国市、沼津市、富士宮
市、函南町、清水町、長泉町、小山町

9 静岡県市町総合事務組合
退職手当の支給、非常勤職
員の公務災害補償

57団体（8市 12町、36一部事務組合、1広域連
合）複合的一部事務組合。管理者…吉田町長

34 袋井市森町広域行政組合
ごみ処理、し尿処理、火葬
場、消防

袋井市、森町

10 三島函南広域行政組合 保育所、火葬場 三島市、函南町 35 駿東伊豆消防組合 消防
沼津市、伊東市、伊豆市、伊豆の国市、東伊豆
町、函南町、清水町

11 牧之原市御前崎市広域施設組合
休養施設、ごみ処理、火葬
場

牧之原市、御前崎市 36 中遠広域事務組合
地域振興事業、不燃性ごみ
処理、一般廃棄物最終処分
場

磐田市、袋井市、森町

12 御殿場市･小山町広域行政組合
ごみ処理、し尿処理、火葬
場、消防

御殿場市、小山町 37 志太広域事務組合
地域の広域振興事業、看護
専門学校、ごみ処理、し尿
処理、最終処分場、火葬
場、消防

焼津市、藤枝市

13 東河環境センター ごみ処理、し尿処理 東伊豆町、河津町 38 東遠地区聖苑組合 火葬場 菊川市、掛川市

14 南豆衛生プラント組合 し尿処理 下田市、南伊豆町 39 静岡県大井川広域水道企業団 水道用水供給
島田市、静岡県、焼津市、掛川市、藤枝市、御前
崎市、菊川市、牧之原市

15 川根地区広域施設組合 し尿処理 川根本町、島田市
・組合の解散予定
・議決時期：平成29年12月
・施行時期：平成30年３月

40 榛原総合病院組合
病院、看護師養成、介護認
定審査、障害支援区分審査

牧之原市、吉田町

16 太田川原野谷川治水水防組合
太田川、原野谷川の水防・
改良事業

袋井市、磐田市、掛川市、森町 41 伊豆斎場組合 火葬場 下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町

17 箱根山御山組合 財産区 函南町、三島市、清水町 42 吉田町牧之原市広域施設組合
ごみ処理、し尿処理、火葬
場、学校給食共同調理場

吉田町、牧之原市

18 三島市外五ヶ市町箱根山組合 財産区
三島市、裾野市、伊豆の国市、函南町、清水町、
長泉町

43 下田地区消防組合 消防 下田市、河津町、南伊豆町、西伊豆町、松崎町

19 西豆衛生プラント組合 し尿処理 松崎町、西伊豆町 44 中東遠看護専門学校組合 看護専門学校
袋井市、磐田市、掛川市、御前崎市、菊川市、森
町

20 三島市外三ヶ市町箱根山林組合 財産区 三島市、裾野市、清水町、長泉町 45
一部事務組合下田メディカルセン
ター

病院、診療所、介護老人保
健施設

南伊豆町、下田市、東伊豆町、河津町、松崎町、
西伊豆町

21 裾野、長泉町衛生施設組合 し尿処理 裾野市、長泉町 46 掛川市･菊川市衛生施設組合 ごみ処理 掛川市、菊川市

22 箱根山禁伐林組合 財産区 函南町、三島市、清水町 47 東遠工業用水道企業団 工業用水事業 掛川市、菊川市、御前崎市、牧之原市

23 静岡県芦湖水利組合 芦ノ湖用水事務 裾野市、御殿場市、清水町、長泉町 48 掛川市・袋井市病院企業団
中東遠総合医療センターの
設置及び経営に関する事務

掛川市、袋井市

24 伊豆市沼津市衛生施設組合 ごみ処理 伊豆市、沼津市 49
伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設
組合

一般廃棄物処理 伊豆市、伊豆の国市
・業務内容の変更予定（一般廃
棄物処理、施設運営）
・施行時期：平成34年４月

25 箱根山殖産林組合 財産区 函南町、三島市、清水町 50 富士山南東消防組合 消防 三島市、裾野市、長泉町

 （平成29年4月1日 現在）

※  この一覧表は、「平成28年度  地方公共団体間の事務の共同処理の状況調」(平成28年7月1日現在）等を基礎として作成。

※  構成団体のうち、下線は管理団体（管理者在籍）。



１ 静岡県からの情報提供 

 1) 計画検討ブロックの決定 

 2) モデル計画策定ブロックについて 

 3) 都道府県構想策定マニュアル検討委員会第１回 

  広域化・共同化検討分科会の状況報告について 

２ 広域化・共同化の他県事例の紹介 
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１ 静岡県からの報告 

 （市町APヒアリング取りまとめ状況） 

２ 西部ブロック市町の汚水処理の現状と課題 

３ 広域化・共同化可能なメニューの選定 

 （ワークショップ形式による議論） ･･･ 第２回会議資料 

４ 出席者意見交換 
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ModelG：試算を会議時には別途準備 
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１ 第１回西部ブロック会議の振り返りとSWOTアンケートの 

 結果報告 

２ モデルGの実演 

３ ワークショップ 

 1) 汚泥処理の共同化、人材育成・講習会の共同化 

 2) 使用料徴収事務の共同化、維持管理の共同化、 

  広報・PR過活動の共同化 ･･･ 第３回会議資料 

４ ABCアンケートのお願いと記載方法について 

５ 出席者意見交換 
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１ 第２回西部ブロック会議の振り返り 

２ ABCアンケート分析結果 

３ ハード連携のシナリオ案とその効果の試算結果 

４ 出席者意見交換 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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各市町：説明省略 
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１ 第３回西部ブロック会議の振り返り 

２ 西部ブロック（モデルブロック）における広域化・ 

 共同化計画メニュー・スケジュール(案)について 

３ 出席者意見交換 
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結果：説明省略（重複） 
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結果：説明省略（重複） 
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結果：説明省略（重複） 
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・ ～令和２年度 他の３ブロックにおいて、計画素案 

        （メニュー案）の策定 

・ ～令和４年度 関係団体等との調整 

         「広域化・共同化計画」策定完了 

・ 令和５年度～ 計画の点検、進捗管理 

106 


